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最
近
三
〇
年
間
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
の
新
展
開旭

川
　
石

沢

撤

　
序
、
か
つ
て
専
門
に
キ
リ
ス
ト
教
学
を
学
ん
だ
が
、
そ
の
後
、

三
〇
年
間
ほ
ど
歴
史
学
（
主
と
し
て
日
本
史
）
の
研
究
に
専
心
し
て

い
た
間
に
、
キ
ジ
ス
ト
教
学
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
と
げ
た
か

を
蒋
認
識
す
る
の
が
研
究
の
爆
的
で
あ
る
。

一
、
旧
約
聖
書
の
史
的
研
究

　
イ
、
オ
リ
エ
ン
ト
考
古
学
研
究
に
よ
る
囲
約
聖
書
研
究
の
新
展

開
。

　
日
ゲ
①
国
ぼ
Φ
簿
昌
伽
羅
①
》
⇒
o
δ
⇒
酔
2
①
畦
国
軍
曾
1
や
り
ω
。
。
亀
。
・
ぼ

げ
○
⇔
o
村
。
馬
名
範
貯
9
閃
。
×
≦
o
に
》
罵
ぴ
臥
σ
q
簿
（
H
㊤
①
H
）
こ
の
鍛
口
は
、

古
代
葉
方
の
歴
史
に
つ
い
て
の
、
雷
語
学
的
、
参
古
学
的
ま
た
全

分
野
に
つ
い
て
の
ア
ル
ブ
ラ
イ
ト
教
授
の
貢
献
を
た
た
え
て
出
さ

れ
た
論
文
集
で
あ
．
る
が
、
最
近
に
お
い
て
、
メ
ソ
ポ
タ
、
ミ
ヤ
、
パ

レ
ス
チ
ナ
、
　
エ
ジ
プ
ト
地
方
近
隣
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
晒
約
の
歴

史
的
背
爆
が
明
ら
か
と
さ
れ
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
文
明
の
起
源
を
も

と
め
て
、
ミ
ユ
メ
ー
ル
文
化
（
ウ
ル
王
朝
）
の
研
究
に
及
び
、
テ
ル
・

エ
ル
・
ア
マ
ル
ナ
文
書
の
研
究
は
、
ヘ
ブ
ル
初
期
の
歴
史
を
明
ら
か

に
し
、
パ
レ
ス
タ
イ
ン
の
考
古
学
研
究
は
、
G
・
E
・
ラ
イ
ト
教
授

に
よ
っ
て
、
詳
細
な
女
化
史
年
表
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ロ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
史
、
宗
教
史
の
研
究
の
発
達
は
、
旧
約

解
釈
学
に
貢
献
す
。

　
巨
8
8
話
℃
質
国
冨
ヨ
巴
男
既
酔
ぴ
“
卑
Φ
諺
巴
℃
8
℃
δ
（
巳
⑦
b
。
）
こ

の
書
は
、
　
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
歴
史
と
思
想
の
歴
史
的
研
究
で
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
教
義
、
傾
向
、
儀
式
、
慣
習
．
な
ど
を
の
べ
て
い
る
。

　
旧
約
神
学
思
想
の
問
題
と
し
て
は
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
の
宗
教
思
想

を
、
契
約
思
懇
に
あ
り
と
説
い
た
人
で
は
、
古
く
は
M
・
ウ
ェ
…

バ
ー
が
あ
る
が
、
旧
約
神
学
者
と
し
て
は
、
ス
イ
ス
の
ア
イ
ロ
ヒ

ロ
ッ
ト
の
、
「
予
総
論
的
方
法
」
が
あ
る
。
ま
た
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・

フ
ォ
ン
・
ラ
ッ
ド
は
、
8
団
℃
O
δ
σ
q
ざ
巴
H
欝
8
尉
℃
同
①
け
9
口
O
⇒
○
出
酢
げ
①
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○
．
β
6
げ
①
o
一
〇
σ
Q
団
（
H
ゆ
①
b
。
）
で
、
歴
史
科
学
的
イ
ス
ラ
エ
ル
史
と
、

イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
信
仰
告
白
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
史
の
区
別
の

あ
る
事
を
提
起
し
て
い
る
。

こ
、
新
約
聖
書
の
新
し
い
研
究
の
動
向

　
イ
、
ブ
ル
ト
マ
ソ
と
そ
の
学
派
の
．
N
T
研
究
の
動
向

　
即
餌
．
男
巳
寄
資
8
び
①
2
①
≦
8
①
ω
帥
鉛
導
Φ
簿
貯
O
貫
捲
簿
ω
鍵
堺
町

（
お
①
b
Q
了
↓
丁
Φ
ζ
鉱
質
幽
霊
Φ
ω
o
｛
飢
Φ
ぴ
鎮
①
○
〈
鶏
昏
Φ
口
器
け
け
≦
o

匙
①
o
⇔
恥
①
ω
簿
ロ
侮
⇔
o
ユ
江
。
魁
蝉
Q
D
ω
Φ
ω
ヨ
㊦
鵠
け
。
臨
℃
目
①
ω
①
詳
山
砦
Φ
昌
仙
。
。

（H
W
刈
〉
◆

　
芝
．
国
○
ほ
①
導
”
2
①
≦
U
冒
㊦
o
甑
。
誹
『
讐
①
9
0
σ
q
団
6
0
伽
塁

力
」
≦
○
霊
艮
n
》
ω
ぴ
○
ほ
鎖
δ
叶
。
曙
。
出
昏
①
H
民
興
箕
①
＄
江
。
切

o
丁
丁
Φ
ゆ
陣
窪
Φ
（
6
①
ω
）
．

　
両
大
戦
間
に
、
N
・
T
・
の
研
究
で
、
様
式
史
的
研
究
と
聖
書
神

学
の
復
活
が
あ
り
、
両
者
と
も
、
N
・
T
・
は
神
が
歴
史
の
中
で
、

ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
、
終
末
論
的
行
為
を
な
さ
れ
た
と
い

う
ケ
リ
グ
マ
（
宣
教
）
が
中
心
で
あ
る
と
の
考
に
達
し
た
が
、
一

九
四
一
年
以
来
、
ブ
ル
ト
マ
ソ
は
、
こ
の
ケ
リ
グ
マ
説
を
み
と
め
、

か
つ
、
ケ
リ
グ
マ
の
表
現
が
、
人
に
よ
り
、
時
代
に
よ
っ
て
、
如

何
に
異
っ
て
き
た
か
を
示
し
、
そ
れ
が
当
時
の
丈
学
や
神
話
か
ら

出
て
い
る
か
を
論
じ
た
。
ブ
ル
ト
マ
ソ
は
、
適
言
神
学
者
た
ち
と

は
異
り
、
こ
の
ケ
リ
グ
マ
を
、
儒
仰
に
よ
り
永
遠
の
生
命
を
う
る

と
の
実
存
論
的
解
釈
に
よ
っ
て
肯
定
し
、
ケ
リ
グ
マ
の
非
神
話
化

を
は
か
っ
た
。

　
ブ
ル
ト
マ
ソ
神
学
は
、
三
つ
の
点
で
批
判
を
う
け
て
い
る
。

1。

�
_
話
化
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
歴
史
性
を
失
な
う
と
、

昔
の
ド
ケ
チ
ズ
ム
に
陥
り
は
せ
ぬ
か
。
2
，
ブ
ル
ト
マ
ソ
神
学
は
、

初
期
の
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
暫
学
に
依
存
し
て
い
る
が
、
N
・

T
・
解
釈
に
、
そ
れ
は
妥
当
で
あ
る
か
。
a
非
神
．
話
化
は
、
キ
リ

ス
ト
教
が
救
済
史
た
る
こ
と
を
危
く
し
な
い
か
。

　
今
日
で
は
、
℃
o
。
。
け
－
ゆ
億
ぽ
臼
二
巴
磐
の
時
代
で
あ
っ
て
、
ド
ケ
チ

ズ
ム
に
陥
る
危
険
を
さ
け
ん
と
し
て
、
ブ
ル
ト
マ
ソ
の
弟
子
た
ち

の
間
に
、
従
来
と
は
異
っ
た
方
法
に
よ
る
、
歴
史
的
イ
エ
ス
の
研

究
が
再
開
さ
れ
始
め
て
い
る
。
E
・
ケ
ー
ゼ
マ
ソ
ら
で
あ
る
。

　
ロ
、
A
・
M
・
ハ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
の
新
約
神
学

》
．
ζ
・
頃
鶴
馨
禽
”
H
昌
欝
。
山
＝
o
ぎ
α
q
2
’
8
．
日
げ
Φ
o
δ
σ
q
団
（
巳
㎝
刈
）

　
ハ
ン
タ
…
は
、
ケ
リ
グ
マ
を
中
心
に
し
て
、
聖
書
神
学
を
再
建

せ
ん
と
し
て
い
る
が
、
ブ
ル
ト
マ
ソ
の
非
神
話
化
の
神
学
を
批
判

し
、
イ
エ
ス
の
物
語
に
、
か
な
り
の
歴
史
性
を
み
と
め
る
立
場
を

と
っ
て
い
る
が
、
ブ
ル
ト
マ
ソ
の
よ
う
に
、
信
仰
に
よ
る
生
命
を

一
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実
存
哲
学
的
に
理
解
し
て
い
る
。
W
・
パ
ソ
ネ
ン
ベ
ル
グ
の
　
「
歴

史
と
し
て
の
啓
示
」
　
（
一
九
六
一
）
や
～
・
モ
ル
ト
マ
ン
の
「
希
望

の
婁
学
」
な
ど
も
、
燃
示
の
歴
史
性
を
み
と
め
て
い
る
。

三
、
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
観
と
キ
リ
ス
ト
教
史
、
教
会
史
の
研
究

　
イ
、
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
観

　
鵠
鷲
ユ
ω
踏
車
獣
。
。
○
⇔
”
○
窪
溢
叶
蟹
巳
蔓
節
潜
餌
雷
6
8
曼
（
H
8
駆
）

　
第
二
次
大
戦
後
、
と
く
に
「
歴
史
の
意
味
」
に
つ
い
て
の
、
キ

リ
ス
ト
教
的
認
識
が
、
識
者
の
間
に
、
深
い
関
心
を
も
た
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ベ
ル
ジ
ャ
エ
フ
、
テ
イ
リ
ッ
ヒ
、
マ
ク
マ
ジ
ー
、
R
・

二
ー
バ
ー
、
£
・
C
・
ラ
ス
ト
、
カ
…
ル
・
レ
ビ
ッ
ト
、
H
・
バ
タ
ー

フ
イ
ル
ド
ら
の
研
究
が
発
表
さ
れ
、
歴
史
の
意
味
を
考
え
た
り
、

歴
史
の
発
展
思
想
は
、
歴
史
を
サ
イ
ク
ル
運
動
と
み
る
ギ
リ
シ
ャ

思
想
か
ら
は
き
た
ら
ず
、
ヘ
ブ
ル
と
原
始
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
出
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
歴
史
に
つ
い
て
の
、
キ
リ
ス
ト
教

的
認
識
が
、
関
心
を
ひ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
ロ
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
、
教
会
史
の
研
究

　
一
九
四
九
に
発
口
兄
さ
れ
た
ク
ム
ラ
ン
文
盤
編
（
死
海
の
巻
物
）
は
、

イ
エ
ス
と
初
代
教
会
の
研
究
上
、
重
大
な
貢
献
と
な
っ
て
い
る
。

教
会
史
の
研
究
で
は
、
法
王
レ
，
万
十
三
世
に
よ
り
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン

の
史
料
保
存
所
が
、
広
く
研
究
者
に
公
開
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
と
し
て
も
、
新
し
い
大
都
の
教
会
史
を
出
版
し
て
い
る
。
中
世

史
、
中
世
思
想
史
に
関
す
る
多
く
の
資
料
と
研
究
が
患
版
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
C
・
H
・
ド
ー
ソ
ン
は
、
　
ρ
出
．
O
⇔
≦
ω
O
膨
”

菊
①
財
σ
q
δ
⇒
雪
恥
昏
①
カ
δ
Φ
o
臨
≦
－
Φ
ω
器
ヨ
ρ
五
爵
③
（
巳
α
O
）
鴇
中

世
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
如
何
に
、
ゲ
ル
マ
ン
の
野
蛮

王
を
教
化
す
る
の
に
苦
心
し
た
か
を
の
べ
、
£
・
ヂ
ル
ソ
ン
は
、

「
中
世
哲
学
の
精
神
」
（
一
九
一
一
…
六
年
）
で
、
中
世
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ

哲
学
に
接
木
さ
れ
た
独
特
な
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
が
存
在
し
た
こ
と

を
の
べ
て
い
る
。
こ
と
に
、
法
王
の
奨
励
も
あ
り
、
ト
マ
ス
研
究

は
盛
ん
と
な
り
、
ネ
オ
、
ト
ミ
ズ
ム
運
動
と
な
り
、
ジ
ャ
ッ
ク
、

マ
リ
タ
ン
な
ど
は
、
そ
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
。
宗
教
改
革
の
研

究
も
進
め
ら
れ
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
「
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
篇
な
ど

と
ば
、
異
っ
た
見
解
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

四
、
宗
教
暫
学
及
び
組
織
神
学
の
問
題

　
カ
ン
ト
哲
学
の
枠
の
中
で
、
考
え
ら
れ
て
い
る
著
書
が
、
ま
だ

多
い
が
、
旨
ζ
舞
｝
瓢
鋤
『
　
〉
℃
嘆
8
0
幕
。
。
け
○
○
○
儀
（
H
ゆ
①
怒
こ
）
は
、

ネ
オ
・
ト
ミ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
神
の
存
在
を
論
じ
、
カ
ン
ト
の
形

而
上
学
批
判
を
批
判
し
、
ト
マ
ス
の
神
存
在
論
の
蒋
解
釈
と
彼
の
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考
を
付
加
し
て
い
る
。

　
特
に
、
注
目
す
べ
き
は
、
実
存
哲
学
に
よ
る
宗
教
問
題
の
理
解

で
、
討
日
。
の
切
同
○
零
ロ
“
図
δ
降
①
σ
q
9
鋤
鼠
鵠
Φ
凱
Φ
σ
q
σ
q
①
炉
じ
d
伍
び
Φ
H

碧
畠
切
錠
費
（
ド
リ
爲
）
は
、
こ
れ
ら
の
現
代
の
神
学
の
新
し
い
傾
向

を
、
主
観
と
客
観
と
の
関
係
か
ら
み
て
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
神

学
・
哲
学
は
、
主
観
性
に
こ
そ
、
真
理
が
あ
る
と
の
考
え
に
た
つ

も
の
だ
、
と
い
う
。
G
・
マ
ル
セ
ル
の
実
存
神
学
、
P
・
テ
イ
リ
ッ

ヒ
の
宗
教
哲
学
な
ど
も
、
実
存
哲
学
に
た
っ
て
い
る
。

　
組
織
神
学
の
方
面
で
は
、
ブ
ル
ト
マ
ス
せ
ん
風
が
起
っ
て
か

ら
、
バ
ル
ト
神
学
は
下
火
に
な
っ
て
き
た
が
、
バ
ル
ト
神
学
と
ブ
ル

ト
マ
ソ
神
学
と
の
調
和
が
問
題
と
な
り
、
○
●
図
び
①
犀
郎
σ
q
”
O
器

芝
。
艮
O
o
欝
①
ω
β
口
伽
鵠
駿
簿
①
O
①
舞
騨
（
H
Φ
q
Φ
）
は
、
神
の
言
葉
の

本
質
と
本
質
的
構
造
は
、
神
学
的
解
釈
学
に
よ
る
理
解
と
一
致
す

る
も
の
で
あ
る
を
示
さ
ん
と
し
て
い
る
。

五
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
学
の
諸
問
題

　
「
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
」
に
関
す
る
テ
ー
マ
の
研
究
が
多
く
出

さ
れ
て
い
る
。
　
G
・
マ
ル
セ
ル
や
、
C
・
ド
ウ
ソ
ン
、
R
・
二
i
バ

ー
、
P
・
テ
イ
リ
ッ
ヒ
な
ど
の
研
究
は
注
目
さ
れ
る
。
倫
理
学
で

は
、
ベ
ル
ジ
ャ
エ
フ
が
、
創
造
的
倫
理
を
重
視
し
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
る
。

六
、
キ
リ
ス
ト
教
甜
教
育
上
醐

　
即
ρ
ζ
已
。
罪
　
ゆ
び
ロ
。
巴
↓
丁
8
δ
α
q
団
鋤
口
鎚
O
年
♂
凱
9
。
コ

団
岱
録
。
鋤
鉱
。
切
（
H
O
㎝
①
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
宗
教
教
育
が
方
法
や
技
術

に
つ
い
て
の
研
究
を
主
と
せ
る
と
異
り
、
キ
リ
ス
ト
の
啓
示
の
事

実
と
田
常
生
活
の
関
係
を
中
心
に
と
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
リ
タ
モ
ジ
モ

七
、
実
践
神
学
、
式
文
礼
拝
運
動
が
起
っ
て
い
る
。
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